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Ⅲ 平成３１年度組織の見直し 

Ⅰ「清流の国ぎふ」を支える人づくり            

（１） 未来を支える人   

  

○地域福祉課に「福祉人材係」を新設 
・福祉人材の育成や災害ボランティアの確保などの「人づくり」をより一層充実させ
ていくため、地域福祉・人材係を再編して「福祉人材係」を新設 

   

 

○商工労働部に「食品科学研究所」を新設 

・岐阜大学と連携し、食品の加工・製造に関する実践的教育を行うことで食品関連産
業の人材育成を推進するとともに、食品科学分野に関する研究開発及び地域の企業
支援等を促進・強化するため、商工労働部に「食品科学研究所(１３人)」を新設 

  

○森林文化アカデミーに「森林総合教育課」を新設 

・森林教育（ぎふ木育）に関する総合教育施設となる「森林総合教育センター（仮称）」
の設置を推進するため、森林文化アカデミーに「森林総合教育課」を新設 

○技術検査課に「建設人材育成係」を新設 

・ＩＣＴ技術に関する研修の拡充や建設人材育成リーディング企業認定制度の普及促
進等、建設人材の育成・確保の更なる展開のため、技術検査課に「建設人材育成係」
を新設 

（２） 誰もが活躍できる社会  

 

○商工政策課に「外国人雇用対策係」を新設 

・外国人技能実習生の企業側の受入れ体制の整備、外国人の起業や県内定着を推進す
るため、商工政策課に「外国人雇用対策係」を新設 

 

○女性の活躍推進課を「男女共同参画・女性の活躍推進課」に改称 

・男性の家事・育児・介護等への参画をより一層促すなど、あらゆる分野の男女共同
参画を推進するため、女性の活躍推進課を「男女共同参画・女性の活躍推進課」に
改称 

 
○地域福祉課に「福祉人材係」を新設（再掲） 

 
 

○清流の国推進部に「外国人活躍・共生社会推進課」を新設 
・新たな在留資格の創設に伴い、外国人材の適正・円滑な受入れと外国人との共生社
会の実現に向けた環境整備を全庁体制で推進するため、清流の国推進部に「外国人
活躍・共生社会推進課(７人)」を新設 
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Ⅱ 健やかで安らかな地域づくり              

（１） 健やかに暮らせる地域   

 

○地域スポーツ課日本スポーツマスターズ大会推進室を１係体制から２係体制に再編 

・２０１９年９月に開催する「日本スポーツマスターズ２０１９ぎふ清流大会」の実
施体制強化のため、地域スポーツ課日本スポーツマスターズ大会推進室を１係体制
から２係体制に再編 

 

○地域スポーツ課に「冬季国体推進監」及び「冬季国体推進係」を新設 

・２０２０年度に開催する「第７６回国民体育大会冬季大会スケート競技会（スピー
ドスケート）」の準備体制を整えるため、地域スポーツ課に「冬季国体推進監」及び
「冬季国体推進係」を新設 

 

○保健医療課健康推進室に「受動喫煙対策係」を新設 

・健康増進法の改正を受け、受動喫煙対策を推進するため、保健医療課健康推進室に
「受動喫煙対策係」を新設 

 
 

○ねんりんピック推進事務局を２係体制から５係体制に再編 

・２０２０年秋に開催する「第３３回全国健康福祉祭ぎふ大会（ねんりんピック岐阜
２０２０）」の準備体制強化のため、ねんりんピック推進事務局を２係体制から５係
体制に再編 

（２） 安らかに暮らせる地域   

○子ども相談センターを増員 

・増加する児童虐待相談への対応力強化のため、子ども相談センターに配置する児童
福祉司及び児童心理司を増員（計１２人） 

・重大事案への迅速な対応や、夜間・休日の体制を強化するため、非常勤専門職を配
置（計５名） 

 

○危機管理政策課政策企画係を増員し、防災課山岳遭難・火山対策室を危機管理政策課へ移管 

・災害発生時の対策本部総括業務と、各種防災計画の策定業務との一元化を図ること
で危機管理機能を強化し、幅広く危機事案（豚コレラ発生事案を含む）に対応して
いくために、政策企画係を増員するとともに、山岳遭難・火山対策室を防災課から
危機管理政策課に移管 

 

○畜産課を「家畜防疫対策課」と「畜産振興課」に再編 

・豚コレラの発生を踏まえた家畜防疫体制の強化と畜産ブランドの振興を両輪として、
畜産関連施策を推進するため、畜産課を「家畜防疫対策課（１１人）」と「畜産振興
課（１９人）」に再編 

○農村振興課鳥獣害対策室に「鳥獣害対策第二係」を新設 

・野生イノシシに対する豚コレラ拡散防止対策を強化するため、農村振興課鳥獣害対
策室を増員し、野生イノシシの対応を専属で行う「鳥獣害対策第二係」を新設 
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○中央家畜保健衛生所に「病性鑑定第三係」を新設（旧中央家保に設置） 

・旧中央家畜保健衛生所病性鑑定センター（旧中央家保）の施設を活用して、野生イ
ノシシに係る豚コレラの検査を専門に行うため、中央家畜保健衛生所に「病性鑑定
第三係」を新設 

 

（３） 誰もが暮らしやすい地域   

 

○清流の国推進部に「外国人活躍・共生社会推進課」を新設（再掲） 

Ⅲ 地域にあふれる魅力と活力づくり             

（１） 地域の魅力の創造・伝承・発信  

○ねんりんピック推進事務局を２係体制から５係体制に再編（再掲） 

 

○地域スポーツ課日本スポーツマスターズ大会推進室を１係体制から２係体制

に再編（再掲） 

 

○地域スポーツ課に「冬季国体推進監」及び「冬季国体推進係」を新設（再掲） 

  

（２） 次世代を見据えた産業の振興  

○商工労働部に「産業技術総合センター」を新設 ※５月１日組織改正予定 

・企業の様々な技術相談にワンストップかつ分野横断的に対応し、モノづくり産業に
対する支援機能を一層強化するため、工業系試験研究機関（工業技術研究所、産業
技術センター、情報技術研究所）を再編・集約し、「産業技術総合センター（５９人）」
を新設 

 

○観光企画課に「観光コンテンツ活用推進室」を新設 

・ＮＨＫ大河ドラマ「麒麟がくる」をはじめとしたメディアを活用し、地域の魅力を
強力に発信するため、観光企画課に「観光コンテンツ活用推進室」を新設 

※コンテンツ … 映画、アニメ、テレビ番組、音楽、ゲーム、書籍など創造的活動に 

より生み出されるもの 

 

○関ケ原古戦場整備推進課に「施設整備企画監」を新設 

・岐阜関ケ原古戦場記念館のオープンを２０２０年に控え、本格化する施設整備に対
応するため、関ケ原古戦場整備推進課に「施設整備企画監」を新設 

 

○商工労働部に「食品科学研究所」を新設（再掲） 

 

○技術検査課に「建設人材育成係」を新設（再掲） 
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（３） 農林畜水産業の活性化  

○農政課に「スマート農業推進室」を新設 

・ＩＣＴやＡＩ、ロボット技術を活用して省力化や高品質生産を行うスマート農業を
推進するため、農政課に「スマート農業推進室」を新設 

  
○畜産課を「家畜防疫対策課」と「畜産振興課」に再編（再掲） 

  
○森林文化アカデミーに「森林総合教育課」を新設（再掲） 

 

 その他の体制の見直し                  

 

○管財課に「財産活用企画監」及び「財産活用係」を新設 

・県有施設の長寿命化対策や未利用県有地の活用を推進するため、管財課に「財産活
用企画監」及び「財産活用係」を新設 

 

○管財課県有施設管理室を増員 

・事務事業見直しの一環として、現地機関の施設修繕業務を支援する体制を強化する
ため、管財課県有施設管理室を増員（４人増） 

 

 


